
進路の正当方向に転換していない聞は，信号僚には進行!JI.示を

絶対に出せないようにしなければならぬ。すなわち信号織と転

轍総相互間に|刻述をつけておき，定められたI1関序のほかには，

勝手に取扱ができないようにしておけば，信号践は信頼できる

ようになり，銭関士は信号燥の指示により，安心して列車を巡

転できる。この目的をもって信号 機相互間， 転徽i*相互関J.信

号機と ;1去鰍総[凶などに関連つけたものを述動装位といい， 機械

的に|主lìillづけたものを儀械迎卸j装位，電気的なものを電気足I!動

装位と L、う。なお述!liIJ装置には侭号機と転轍総聞の関係ばかり

でなく ，軌条にm昔iEを流して軌道回路を作り ， 転徽音寺が正当方

向に IJfJi泊していても，その軌道回路上に列車の在るときは，信

号機には進行現示ができないようになっている装置もある。

(4) 踏切保安裟位

|刻盛装置2，信号装位，述動装置などが完備しておれば，列車

五l!!l去の安全は期し得るが，鉄道線路と道路の平而交差，すなわ

ち踏切迫における列車と歩行者 ・ 自動車その他との íollí~ lll 放を

I!Jj ぐため踏切保安装位がある。このためには通行者の多い踏切

iむには門戸を設けて. 241時間右手を付け，交通包:のやや務ちる

ものは踏切主主報磁を設備し，列車が接近すると自動的にtlr鈴が

lねると同H寺に， 赤色灯を点滅させi並行者に注意を与える方法が

税じられている。このほかにもいろいろあるが，これらを踏切j

保安装位といい， 列車運転の安全を確保するため必要欠くべか

らざる設備であると同時に，巡伝能率:li'i i盤上においてもはなは

だ効果のあるものである。

2 釘i 類

(1) 閉塞装置

ア 常用 |刻塞方式

(吟複線区n司 自動閉塞式双イ言 IjH~式

μ) lli線区間 自動閉塞式述ífUJ IJltl出式泊以閉i);，.\:;

3呉券IJfI塞式

イ 代用問答方式

(7) 複線区開 通信式

付) lli線区間 指導通信式通梨式指滋式

常時使用することのできるものを常用閉塞方式といい，これ

が何らかのために使用不可能の峨合使用する ものを，代別閉塞

方式として定められている。これはいずれも空間間隔法(距南f~

IMH煽法)である。常用または代別院12&方式の，いずれも使mで

きなくなった場合，隔時法を使用することになっており ， これ

を閉1&準用法といい， 指滋隔l時法， Flf券隔時法， 伝令法などが

ある。

(2) 信号裟世

ア 自動閉塞信号装置 イ 半自動閉塞信号装置2

ウ手動電気信号装置 エ般械信号装置

(3) 連動装置

ア縦電連動装i白 イfIl気述即J装置ウ fli~連動装1ì1

エ電気燦述ífUJ装位オ機械連動装置

なおこれらの述動裟泣は第 1 感と第 2 極に区別される。

(4) 転鰍装置

ア 電気転鰍裟恒 イ 1!t~転鰍装{泣 ウ 陸量級転鰍装置t
(5) 標識装置

(6) 合図装置

(7) 踏切保安装置

ア踏切型車報装置 イ 踏切J接近電鈴装置

ウ 電気踏切遮断装位

(8) その他保安装置

ウ 自動列車停止装置

オ車内響報装位

キ 貨Ilï自動仕訳装世

ケ 可動矯保安装↑世

サ排態幕表示装1位

しんご う lまあ

エ 車内信号装置

カ 列車集中制御装位

ク 列車道知装i位

コ なだれ ・ 落石袋報装置

3 国鉄における信号保安装置の発達

(1) 創始時代

わが閣に初めて鉄道が敷設されたのは明治 5 ・5 ・ 7 品川 ・ 被浜

間15"" イ Jレ 62 チェ γ で. 1 日 2 聞の往復列車を仮巡転した。そ

の後 5 月 9 日列車回数を 6 回に:Ii'iし. 6 月 5 日 にはめ見のほか

神奈川 ・ 川崎の阿停車喝を開設して中間(t，nl工期を 3 駅とし 7

月には合図柱(信号儀)の建立も終り新橋 ・ 品川聞の工事完了，

9 月 12 日(翌 6 年太陽暦に変更されて 10 月 14 刷新矯・憤浜

間の鉄道開業式が挙行された。この仮運転当時合図柱が建てら

れるまでは，信号は手/iltでやっていたものではないかと思われ

る。この開通当時は併Ii);主主位の設備はなく，列車はただ信号機

の現示により I fJ;nド場に入り，駅長は列車時刻表により，これ

を出発させていた。また信号後は両腕式で，上り下りの同列車

に現示したもので，腕木の水平位置により停止現示をし，腕木

が降下しているときは柱の中にかくれるようになっていた。表

めがねは扇形で信号灯は巻錫式であった。すなわち夜間周とし

て使用する場合は， 点灯された灯音寺を綱てe表めがねのところへ

引傍げたものである。腕木を取扱うハンドノレは信号柱の下部に

ついていて， 信号機の操作は現場扱であった。明治 10 ・ 3 京都 ・

大阪|首lに架券閉塞式を施行，ブロ ック電信i般を使用し . 10 月に

は大阪 ・ 神戸聞にも設備され， その後順次梨券式が採汗i される

ようになり，初めて~rb{l間隔法による列車巡転が突施されるに

至った。

明治 16 ・ 7 日本鉄道上野 ・ 熊谷聞が開通したが，信号践は建

立せずに列車到~'fの嶋合は采11工場に緑色の手/ilt.衆車場より 10

-20 チェンのところに白色の旗を掲げ，これをも って湯内安全

の合図とした。もし湯内危険で若草を拒む場合は緑・自の両政

にかわっていずれも赤旗をもってした。夜間合図は色ガラスを

はめた手提ランプ.を用いた。その後 17 ・ 2 一極のlli侭|泊客様が使

用された。

(2) 後械化時代

創業当時の伝号機は現場扱であったが， これが何年頃てこで

耳互扱うようにな ったか， また第 2 在主連動機がいつ頃どのような

型式のものが使用されたか不明であるが， 明治 20 ・ 8 品川駅山手

線の分岐箇所に， 自H 極陸量級連動揺量が設備されたのが第 1 組連

動装置の最初Jであり 26 年から 30 年までに神戸 ・ 京都 ・ 品川

横浜 ・ 新備に設備され，漸次他の主要駅に設備されるようにな

り. 33 ・ 6 に初めて国産の第 I 極連動揺量が程ヶ谷駅に設備された。

明治 31 ・ 7 ワイズ式 トレー γスタフを横須賀線に使用したが，

32 ・ 6 わが国において考案された双信閉塞RNが新総 ・ 品川|聞に

使用され，統いてタイヤ 一氏タブレット式l!fl~総が綿入され，

35 ・ 9 横須賀線に試みられて以来，閉塞方式は主として復線区間

においては双信関i);式，単線区間では五li ~再開i);式が汗lいられる

ようにな った。

(3) 自動閉塞信号機の採用

自動l羽塞式は明治 37 ・ 8 甲武鉄道会社御茶の7k . 新宿11M現犯

の中央線)の複線に，米国ユ ニ オ γ ・ スイッチ ・ エソドシグナ

ル会社 (USS)製の円板型自動信号機を使用したのが段初である。

明治 38 年日本鉄道上野 ・大宮聞に英国サイクス会社製のî.!!線

用連動閉塞務が使用され. 39 ・ 1 鳥栖にジョ γ ソ γ式水平タッベ

ア軌道貨車制限l装置 イ 自動列車制御装置 ット混迷動後がmいられた。 39 ・ 4 ハンドノレ付際識による双動機
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